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●奥殿学区西部第一長寿クラブー

奥殿町

治

郎

政　ｉ

藤一j

代表者／鶴　田

応募者／犬塚

　
活
動
実
績
は
地
元
神
社
を
中
心
に
参
道
・
境
内
の

除
草
清
掃
、
ご
み
収
集
場
所
の
整
理
、
空
き
缶
等
の

回
収
な
ど
地
域
の
美
化
で
あ
る
。
老
人
の
社
会
参
加

を
促
し
、
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
生
き

が
い
を
高
め
、
地
域
美
化
の
た
め
に
年
間
を
通
じ
て

活
発
に
活
動
を
進
め
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
数
も
多
く
幅
も
広
い
。
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ

り
今
後
ま
す
ま
す
社
会
参
加
か
求
め
ら
れ
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
当
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
そ
の
模
範
的
活

動
と
い
え
る
。

　私たちのクラブが表彰を受けたこ

とは、他の地域の老人クラブの皆さ

んの本仕活動の励みにもなると思い

ます。

　今後の計画としては、三角地など、

熱っぽく語る鶴田

政治さん

町内にある空き

地を、地主さん

のご了解を得て。

花壇などに整備

することを考え

ています。学校

の緑化活動とも

連携できたらい

いですね。

　
各
活
動
の
講
評
は
、
都
市
景
観
環
境
審
議
会
活

動
団
体
部
門
小
委
員
会
に
よ
る
も
の
で
す
。

・都市景観環境賞　ぐ活動Sl体部門>

　　　　　　　　　　　　　　　-

都
市
計
画
課
景
観
環
境
係
　
萱
二
三
上
ハ

　
岡
崎
ら
し
さ
を
求
め
て
、
都
市
の
景
観
と
身
近
な

生
活
環
境
の
整
備
を
市
民
と
市
の
関
わ
り
か
ら
推
進

す
る
こ
と
が
都
市
景
観
環
境
条
例
の
趣
旨
で
あ
り
、

行
政
と
市
民
生
活
の
双
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

認
識
し
た
う
え
で
袖
完
す
る
こ
と
が
大
き
な
成
果
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
都
市
景
観
環
境
賞
は
市
と

市
民
の
持
つ
潜
在
的
な
活
力
を
顕
在
化
さ
せ
、
街
づ

く
り
の
積
極
的
な
収
り
組
み
に
主
眼
を
お
く
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　
今
回
応
募
の
あ
っ
た
十
四
団
体
は
い
ず
れ
も
、
社

会
的
に
十
分
評
価
さ
れ
る
優
れ
た
内
容
を
持
つ
も
の

で
あ
る
。
中
に
は
知
事
表
彰
あ
る
い
は
所
管
大
臣
表

彰
を
受
け
た
も
の
も
あ
り
、
多
く
の
市
民
が
関
わ
り

岡
崎
市
に
お
い
て
誇
る
こ
と
の
で
き
る
団
体
も
い
く

つ
か
あ
っ
た
。
活
動
の
内
容
は
概
ね
清
掃
、
緑
化
あ

る
い
は
河
川
美
化
に
分
類
で
き
る
。
い
ず
れ
も
市
民

の
活
力
を
公
共
に
対
し
て
提
供
し
、
自
ら
の
街
づ
く

り
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
優
劣
を
つ
け
が
た
い
も

の
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
あ
え
て
六
団
体
を
推
薦
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
都
市
景
観
環
境
賞
が
今
後
市
民
の
活
動
を
誘
導
し

身
近
な
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
向
性
を

示
唆
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　
今
回
創
設
し
た
都
市
景
観
環
境
賞
は
、
魅
力
あ
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介
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。
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代表

応募

　
活
動
実
績
は
シ
ビ
コ
周
辺
及
び
買
物
公
園
の
清
掃

で
あ
る
。
岡
崎
市
の
中
心
的
な
商
業
地
域
に
あ
る
シ

ビ
コ
は
、
四
季
折
々
、
ま
た
市
民
清
掃
の
日
に
あ
わ

せ
て
関
係
店
舗
の
従
業
員
か
清
掃
に
あ
た
っ
て
い
る
。

対
象
地
域
は
、
岡
崎
市
の
み
な
ら
す
、
市
外
か
ら
も

多
く
の
消
費
者
が
集
ま
る
地
域
で
あ
り
、
岡
崎
の
顔

と
も
い
え
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
誇
り
あ
る
行
為
は

商
業
道
の
模
範
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

篇

薫
さ
ん

　従業員全員が参加

するという私たちの

活動が評価され、大

変うれしく思います。

　私たち商業に携わ

っている者としては、

商業環境をきれいにするのも義務のひと

つであると考えています。

　岡崎の中心街であ

り、岡崎の顔といえ

るこの地区を今後も

より一屑きれいにし

ていきたいと思って

います。

橋
本

介
伸
さ
ん

一 一 一
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●城南小学校児童会
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城南町

　
代
表
者
／
飯
　
塚
慎
　
一

　
応
募
者
／
勝
　
田
　
　
斉

　
活
動
実
績
は
、
児
童
が
毎
日
通
学
す
る
道
路
や
学

校
周
辺
の
道
路
な
ど
身
近
な
場
所
の
清
掃
で
あ
る
。

本
児
童
会
の
清
掃
の
在
り
方
の
特
徴
と
し
て
、
児
童

の
み
な
ら
ず
親
子
清
掃
か
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
身

近
な
快
適
環
境
を
認
識
さ
せ
る
効
果
が
高
く
、
ま
た

親
子
の
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
の
意
義
も
大
き
い
。

身
近
な
生
活
環
境
に
心
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
は
環
境

教
育
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
の
向
上

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
社
会
意
識
の

向
上
の
模
範
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　これまで私たちの学校では､学年問

の交流は上級生を中心としたクラブ

活動しかありませんでした。しかし

清掃活動を始めたことで、学年を越え

てコミュニケーションがはかれるよ

体を動かすことが

楽しいて寸ね

と語る飯塚慎一u

うになり、毎

日学校へ通う

のが楽しくな

りました。み

んなで力を合

わせて、身近

な所がきれい

になるのを誇

りに思います。

●中岡崎婦人サークル

中岡崎町

子
　
子

敏
　
敏

者／喜多村

者／喜多村

表

募

代

応

　
活
動
実
績
は
地
域
の
草
取
り
清
掃
、
花
壇
の
手
入

れ
で
あ
る
。
愛
知
環
状
鉄
道
中
岡
崎
駅
前
広
場
は
岡

崎
公
園
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
あ
る
い
は
中
心
市
街
地

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
う
え
で
市
街
地
の
顔
と
な
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
清
掃
と
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
花
壇

は
駅
利
用
者
と
周
辺
の
人
々
に
と
っ
て
う
る
お
い
の

感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
地
域
に
根
ざ
し
て
生
活

す
る
婦
人
た
ち
が
組
織
的
に
行
動
し
、
街
に
住
む
人

々
の
心
遣
い
を
伝
え
よ
う
と
す
る
努
力
は
婦
人
活
動

の
模
範
と
い
え
る
。

　皆さんのご協力で、ここまでやっ

てこられました。

　私たちのサークルは、子供さんか

らお年寄りまでの広い年代屑から成

っていて、毎回15人以上出てくださ

います。子供の非行問題など、お母

さんがたの話し合いの場としても生

かされている

ようです。今

後は、連尺学

区の花壇コン

クールにも応

募してみたい

ですね。ム喜多村敏子さん
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福岡町

男
　
稔

田
　
崎

太
　
松

代表者／

応募者／

　
活
動
実
績
は
「
あ
じ
さ
い
の
里
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
諸
活
動
で
あ
り
、
こ
の
運
動
を
通
し
て
地
域
ら

し
さ
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
を
感
じ
る
。
特
に

苗
木
供
給
の
支
援
を
地
域
の
中
学
校
と
提
携
し
、
地

域
の
連
帯
を
強
め
た
こ
と
は
、
「
う
る
お
い
を
与
え

る
街
づ
く
り
」
の
み
な
ら
す
、
地
域
ぐ
る
み
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
づ
く
り
の
在
り
方
を
模
範
的
に
示

し
て
い
る
と
い
え
る
。

　福岡学区と言えば、あ

じさいの里と言われるほ

ど、学区民に親しまれて

います。

　仝が発足してio年にな

りますが、学区のはとん

一度見に来てく　どの家庭にあじさいが行

と語　き渡り．芙化運動に協力ださい

　　　　る佐藤益荒さん　をいただいています。一

　　　　昨年の市制記念日には、市制70周年を祝っ

　　　　てイルミネij-パレードに参加しましたが、

　　　　学区ではあじさいを使って飾り付けをしま

　　　　した。今年は6 nに、学区挙げてのあじさ
●　

い祭りを盛大に企画しています。
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●菅生川を美しくする会

明大寺町

一
　
　
一

定
　
定

井
　
井

表者／坪

募者／坪

代

応

　
活
動
実
績
は
菅
生
川
岸
に
お
け
る
草
刈
清
掃
と
河

川
美
化
啓
蒙
看
板
の
設
置
に
よ
る
水
辺
の
美
化
で
あ

る
。
岡
崎
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
菅
生
川
は
重
要
な

景
観
要
素
で
あ
り
、
岡
崎
市
民
運
動
推
進
連
絡
協
議

会
も
同
じ
地
域
で
一
斉
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
支
援
と
し
て
、
地
域
住
民
が
補
完
の
た
め
の
活

動
を
受
け
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
全
市
的
な
美
化
運

動
の
陰
に
あ
り
な
が
ら
地
味
な
存
在
で
は
あ
る
が
、

水
辺
景
観
に
関
わ
る
市
民
活
動
の
模
範
と
い
え
る
。

え

私

　地元というよりも岡崎の表玄関とI

る菅生川を美しくするということは、

たちみんなの願いです。

　今までは、主に老人クラブが中心でや

ってきましたが、受賞を機会に各種の団

体にも呼びかけてより多くの人たちに参

加していただこうと思っています。

　汗を流すのは健mにも良いですよ。

川をきれいに

　　と語る小

林正雄さん、

斉藤一

池田芳俊さん

　(右から)
一 一 一

｜

｜

○
　
市
政
だ
よ
旦
二
月
一
日
号
で
、
晶
市
景
観
環
境
賞

の
建
築
物
部
門
の
講
評
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の

中
の
用
語
に
つ
い
て
、
市
民
の
か
た
か
ら
ご
質
問
な

ど
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
三
月
一
口
号

建
築
物
部
門
の
用
語
解
説
を
掲
叔
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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（
三
月
一

日
号
）

▼
パ
テ
オ
（
三
ペ
ー
ジ
、
チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン
）

＝
ス
ペ
イ
ン
の
住
宅
の
中
庭
。
普
通
、
そ
の
床

は
多
彩
な
タ
イ
ル
張
り
と
し
噴
水
や
植
木
が
備

え
ら
れ
て
い
る
。

▼
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
四
ペ
ー
ジ
、
エ
ル
フ
ア
ツ

シ
ョ
ン
）
＝
あ
る
地
域
を
象
徴
づ
け
る
の
に
顕

著
な
景
観
要
素
（
例
、
日
本
の
富
士
山
、
岡
崎

の
岡
崎
城
な
ど
）

▼
マ
ン
サ
ー
ド
屋
根
（
四
ペ
ー
ジ
、

エ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
＝
下
部
が

急
勾
配
な
の
に
対
し
て
上
部
の
勾

配
は
緩
い
屋
根
。
腰
折
れ
屋
根

▼
竪
連
子
（
四
ペ
ー
ジ
、
粟
生
人
形
工
房
）
１

建
物
の
窓
・
扉
・
高
欄
な
ど
に
設
け
ら
れ
た
竪

に
間
隔
を
と
っ
て
並
べ
た
格
子

▼
フ
ァ
サ
ー
ド
（
四
ぺ
１
ジ
、
粟
生
人
形
工
房
）

＝
建
築
の
正
面

　
　
　
　
　
　
（
建
築
大
辞
典
／
彰
国
社
よ
り
）

○
　
な
お
三
月
一
日
号
で
、
活
動
団
体
部
門
の
紹
介
を

　
次
号
で
と
予
告
し
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
四
月

　
一
日
号
と
な
り
ま
し
た
。
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
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昭和63年４川１日

多目的運動広場予定地

野球場予定地

総合老人福祉センター

中央総合公園

　高隆寺町、洞町、丸山町、小美町

にまたがる総面積l83.4haの広大な

敷地にスポーツと文化の様々な施設

が計画されています。

　まず最初に、公式野球場、多目的

運動広場などが建設されていて、併

せて公園の進入路となる都市計画道

９路「大平田口線」の工事も順調に進

　んでいます。

中央総合公園、中央クリーンセンターの進

入路となる都市計画道路「大平田口線」

　62年度から３ヵ年計画で建設しているもので、養護老

人ホーム、シルバー人材センター、診療所などの各施設

をつくる予定です。

赤渋ポンプ場

　
快
適
な
都
市
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
下
水
道
。
そ
の
整
備
の

一
環
と
し
て
建
設
中
の
赤
渋
ポ
ン
プ

場
は
、
六
十
五
年
度
早
期
の
一
部
稼

動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

へ

中央クリーンセンター

　来年2月完成を目指し建設されてい

る、新しいこみ焼却場です、

各
種
施
設
・

事
業
の
建
設
整
備
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｘ
｀

し

ま
す
。



甲
山
会
館
と
大
ホ
ー
ル

Ｌ

岡崎公園の茶室

　城址公園構想の一環として、お堀の東側に書院

風と草庵風の茶室2棟をつくる予定です。現在建

築中の書院風は、今夏に完成予定です。

●　学区市民ホ-ム

　　　　ー　　　　皿　　　●J-〃　－　コミュニティー活動の拠点として55年から建設

されていた学区市民ホームは、奥殿、常磐東、秦

梨に完成し、全41学区に設置されました。

奥殿学区市民ホーム

　　゛で.

-fcuﾚヽ‘

弘』

市民会館周辺整備

６

　61年度から進められてきた市民会館の周辺整備が完

了しました。整備の内容は、老朽化した甲山会館の全

面改築、駐車場の立体化、リハーサル棟の新築です。

＼
- ・ -

■'
ニー,-^n･二

゛ ¶ ・

　 － ¶

｀二ぶこ７－･～-liL

　
三
月
十
三
日
、

に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
の
皆
さ
ん
や
企
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

F41gg

44こ］ﾕ　。、ﾐF

ふ石２１１１:・・--｡’　　　ダ　ごJ……-ご>，■　゜

建
設
中
の
竜
谷
学
区
こ
ど
も
の
家

学区こどもの家

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
西
岡
崎
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。
駅
の
建
設

西
岡
崎
駅

　児童の健全育成と住民の健康づ＜リを目的と

した学区こどもの家は、悔園、竜谷、矢作北の

３館がまもなく完成し、計８館になります。

?芦･

^>｀

_こ已:こ'J

立
体
駐
車
場
と
リ
ハ

１
サ
ル
棟
（
右
）
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今
年
度
は
井
田
小
学
校
に
設
置
さ
れ
、
市
内
十
四
校
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
営
住
宅
（
山
中
、
和
志
山
）

の
新
築
、
市
立
岡
崎
病
院
管
理
棟
の
新
築
、

公
園
な
ど
諸
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

月 １

運
動
場
照
明
設
備

日

花園体育センター

市政だより お　か　ざ　き

花園地区工業団地(メカトロピア岡if)

　59年度から開発を進めていたメカトロピア岡崎は、造

成工事もほぼ終わり、進出企業が内定しました｡電子部

品や機械などのメカトロニクス産業が中心で, 64年から

66年にかけて操業を始めることになっています。

　
三
島
・
竜
美
丘
・
生
平
の
三
小
学

校
と
城
北
中
学
校
の
校
舎
を
増
改
築

し
ま
し
た
。
ま
た
、
常
磐
東
小
学
校

に
は
プ
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　北部地区の体育施設として、新香

山中学の隣接地に開館しました、

年金積立金還元融資を受けている施設

甲山会館、総合老人福祉施設、六ツ美南保育

園、看護専門学校、中央クリーンセンター、

運動場照明設備、市立岡崎病院管理棟、簡易

水道事業

ｲ?々とまちづ< り力雀んでいます

校
舎
の
増
改
築

六ツ美南保育園の移転新築

　　　　　　　　　　　　ヽ

　　　　　　　　　　　　　　　゛ｙ･｀-≒｀"~へヽ､、

　　　　　　4｀

看護専門学校
　看護婦の養成と医療行政の向上を図る

看護専門学校を伊賀町に移転開校します｡

簡易保険・郵便年金積立金還元融資を受けている施設

公園整備（梅園、戸崎、ながれ、蔵前南、矢作、大谷、南、美矢井橋河

川緑地）、市営住宅（山中、和志山、葵・五位原）、小学校校舎（三島、竜

美丘、生平、細川）、中学校校舎（城北、南、北）、屋内運動場（北中）、公

共下水道



- 8一一一一一寸緊ごi・I: H一t =-- (I-I- ―1一一■■- 'H ■1 ■1一一一I H一

は
ば
た
け
／

未
来
の
メ
ダ
リ
ス
ト

城
北
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
黒
柳
絵
都
子
（
日
名
中
町
）

　
四
月
、
だ
れ
も
が
心
新
た
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
季
節
。
学
校
で
も
子
供
た
ち

の
明
る
い
声
が
春
色
の
風
に
乗
っ
て
さ
わ

や
か
さ
を
一
段
と
増
し
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
私
は
子
供
た
ち
に
水
泳
を

教
え
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
経
験
し
た
こ
と
、
勉
強
に
な
っ
た
こ
と

を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
子
供
た
ち
は
、
色
々
な
施
設
の
あ

る
中
で
育
ち
、
昔
に
比
べ
て
実
力
も
急
激

に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
市
内
の
中
学

れ
て
く
だ
さ
り
、
ま
る
で
魔
法
に
で
も
か

け
た
よ
う
に
。
私
の
持
っ
て
い
る
力
を
伸

ば
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
は
他
市
で
勤
務
し
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
外
か
ら
見
た
岡
崎
の
中
学
の
評
判

を
耳
に
す
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。

　
　
「
岡
崎
の
中
学
生
は
優
秀
な
選
手
が
多

　
い
で
す
ね
。
中
学
に
入
っ
て
ス
ク
ー
ル

　
な
ど
を
や
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選

　
手
は
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
、
西
三
河
大
会
、

　
県
大
会
と
入
賞
者
が
非
常
に
多
い
で
す

　
よ
」

　
私
は
、
そ
の
話
を
聞
い
て
大
変
誇
り
に

思
い
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
思
春
期
の
子

供
を
や
る
気
に
さ
せ
た
先
生
の
力
に
も
驚

き
ま
し
た
。
言
葉
一
つ
で
出
て
い
る
芽
を

佼
で
は
部
活
か
盛
ん
で
す
。
私
の
城
北
中
　
　
摘
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
か

学
時
代
を
思
い
出
し
て
も
、
か
な
リ
バ
ー

一
ド
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
先
生
が
力
を
入

一I ―-I・V･

▲中学校の部活動

ら
。
私
も
自
分
自
身
が
教
え
る
立
場
に
な

っ
て
、
そ
の
難
し
さ
を
身
を
も
っ
て
知
り

ま
し
た
。
で
も
、
一
番
大
切
な
の
は
、
何

と
言
っ
て
も
両
親
の
協
力
で
す
。
こ
れ
な

く
し
て
は
、
良
い
選
手
、
良
い
人
間
に
な

れ
な
い
よ
う
で
す
。

　
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
。
こ
の

岡
崎
か
ら
、
将
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

す
る
選
手
が
出
る
の
も
夢
で
は
な
い
よ
う

で
す
。

　 　 　 　 ＿ ． ． ． _ ． ．
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弁
天
堂
の
竜

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
青
木
　
富
男
（
福
岡
町
）

　
今
年
の
え
と
記
愚
に
ち
な
ん
で
、
福

岡
に
伝
わ
る
竜
の
昔
話
を
ご
紹
介
し
ま
し

　
福
岡
町
に
あ
る
無
禿
寺
の
小
高
く
な
っ

た
竹
薮
の
中
に
、
宝
光
殿
と
い
う
弁
天
堂

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
堂
は
く
ぎ
を
一
本

も
使
わ
ず
に
建
て
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
お
堂
の
天
井
に
は
竜
の
絵
が
納
め
て

あ
る
の
で
す
。

　
無
禿
寺
の
初
代
和
尚
様
は
、
吉
良
の
摯

ト
竜
の
絵

ま
ち|

哨
特|

派
員|

だ
よ|

り

－

'『

▲竜の彫り物

臓
寺
か
ら
お
い
で
た
そ
う
で
す
。
当
時
の

和
尚
さ
ん
と
い
う
の
は
、
書
物
や
絵
に
よ

っ
て
人
々
に
世
の
中
の
こ
と
を
教
え
て
い

ま
し
た
。
二
代
目
の
中
天
和
尚
と
い
う
か

た
も
と
て
も
絵
の
上
手
な
か
た
で
、
い
つ

も
花
鳥
の
絵
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
中
天
和
尚
は
珍
し
く
竜
の

絵
を
書
き
ま
し
た
。
そ
の
竜
が
あ
ま
り
に

も
じ
ょ
う
ず
に
出
来
て
い
た
た
め
、
魂
が

宿
っ
て
暴
れ
ま
く
り
、
雨
の
日
が
何
日
も

続
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
竜
が
雨
を
降
ら
す

の
で
。
ま
ち
は
土
呂
（
ど
ろ
）
の
町
と
な

り
、
人
々
は
と
て
も
困
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
中
天
和
尚
は
竜
を
射
止
め
、
宝

光
殿
を
建
て
竜
を
納
め
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
と
い
う
も
の
竜
は
暴
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
夏
に
日
照
り
が
続
い
て
困

っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
弁
天
堂
に
お
参
り

を
す
る
と
、
弁
天
様
の
使
者
で
あ
る
竜
が

雨
を
降
ら
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一.―●■ ■■{j



ａ
　
暮
ら
し
の
情
報

バ
　
ー
買
い
物
の
四
原
則

お
　
　
消
費
生
活
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
関

　
　
心
を
高
め
、
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
暮
ら

り
　
し
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
今

心
　
回
か
ら
来
年
三
月
一
日
号
ま
で
十
二

政
　
回
に
わ
た
っ
て
「
暮
ら
し
の
情
報
Ｌ

市
を
連
載
し
ま
す
・

　
　
　
私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
な
か

　
　
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
く

　
　
し
て
は
生
活
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

　
　
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
が

　
　
脅
か
さ
れ
た
り
、
購
入
品
が
机
悪
品

　
　
や
不
当
な
価
格
で
あ
れ
ば
無
駄
な
消

　
　
費
を
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
消
費
者

　
　
と
し
て
不
利
益
を
こ
う
む
り
ま
す
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

　
　
「
買
い
物
四
原
則
」
を
ご
紹
介
し
ま

　
　
す
。

　
　
○
商
品
の
量
目

昭和63年４月１日

消普生活相談は

市
役
所
自
治
課
消
費
生
活

　
　
　
容
二
三
　
六
二
Ｉ

西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ

心
」

″

　
　
　
ａ
五
三
－
○
九
九
九

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
抜
い
た
中
身
の
重

　
さ
の
値
段
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

＠
価
格

　
　
。
市
価
よ
り
安
い
大
安
売
り
”
の

　
　
「
市
価
」
に
注
意
し
よ
う
。
安
い

　
か
ら
と
い
っ
て
机
悪
品
に
手
を
出

　
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

＠
品
質

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
マ
ー
ク

　
や
「
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
」
に

　
よ
る
表
示
を
参
考
に
し
て
品
選
び

　
し
ま
し
ょ
う
。

○
商
品
の
機
能

　
機
械
・
器
具
類
は
機
能
が
肝
心
で

　
す
。
一
メ
ー
カ
ー
の
商
品
だ
け
で

　
な
く
、
色
々
な
メ
ー
カ
ー
の
商
品

　
機
能
を
比
較
し
、
使
っ
て
い
る
人

　
の
話
を
参
考
に
す
る
の
も
よ
い
で

-←一一

○

　
　
　
　
●

　
　
　
’
－
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
１

岡
崎
の
春

　
緑
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
、
北
中
学
校
が
十
七
番

目
の
市
立
中
学
校
と
し
て
開
校
す
る
。
新
設
校
の

全
施
設
を
単
年
度
で
建
設
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
昭
和
六
十
一
年
開
校
の
竜
南
中
学
か
ら
で
あ

る
。
プ
ー
ル
も
水
泳
の
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
完
成
さ

せ
る
。
施
設
・
設
備
の
す
べ
て
が
新
し
く
、
生
徒

の
皆
さ
ん
の
戸
惑
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

伝
統
の
礎
を
一
人
ひ
と
り
が
担
っ
て
い
る
わ
け
で

大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
常
々
「
中
学
校
卒
業
者
の
就

職
」
に
関
し
て
一
つ
の
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。
法

律
で
中
学
校
ま
で
を
義
務
教
育
と
し
て
い
な
が
ら
、

就
職
と
な
る
と
、
官
公
庁
な
ど
多
く
の
職
場
が
門

戸
を
閉
ざ
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
、
ど
う
も
啼
に

落
ち
な
か
っ
た
。

　
こ
の
単
純
な
疑
問
か
ら
、
本
市
で
は
昭
和
五
十

七
年
度
に
中
学
卒
業
者
の
職
員
採
用
を
開
始
し
、

今
年
で
す
で
に
七
年
目
に
な
る
。
現
在
男
女
同
数

の
、
合
わ
せ
て
二
十
二
名
が
各
課
に
配
属
さ
れ
、

与
え
ら
れ
た
職
務
を
立
派
に
こ
な
し
て
い
る
。
窓

口
で
の
応
接
態
度
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
評

判
も
良
く
、
心
強
い
。

　
就
職
後
、
全
員
が
夜
間
高
校
に
通
学
し
、
卒
業

し
た
者
の
う
ち
三
名
は
大
学
の
夜
間
部
に
通
っ
て

い
る
。
彼
ら
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
昼
間

市
　
長

の
職
務
を
全
う
し
た
上
で
、
な
お
自
己
研
蛍
に
励

む
意
志
の
強
さ
は
、
賞
賛
に
値
し
よ
う
。

　
中
学
卒
業
は
、
年
齢
で
い
う
と
十
五
歳
。
仮
に

六
十
歳
ま
で
を
在
職
期
間
と
す
る
と
、
四
十
五
年

間
、
実
に
牛
吐
紀
近
く
を
市
役
所
で
過
ご
す
こ
と

に
な
る
。
こ
の
間
の
知
識
・
技
能
の
積
み
重
ね
は
、

必
ず
や
大
き
な
尖
を
結
ぶ
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
さ
て
、
卒
業
式
も
終
わ
り
、
新
学
期
で
あ
る
。

小
学
校
で
は
四
月
四
日
、
中
学
校
で
は
五
日
に
入

学
式
・
始
業
式
が
行
わ
れ
る
。
四
月
一
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
日
程
で
桜
ま
つ
り
も
始
ま
り
、
十
日

の
日
咄
‐
に
は
、
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
「
家
康
行
列
」

が
市
内
の
目
抜
き
通
り
で
歴
史
絵
巻
を
繰
り
広
げ

る
。
い
よ
い
よ
春
は
本
番
を
迎
え
た
。

▲モクレン

」
ん
な
手
口
に
ご
用
心

　
「
キ
ヤ
ヅ
チ

　
　
セ
ー
ル
ス
」

　
入
学
・
就
職
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
ば

か
り
に
、
特
に
十
代
後
半
か
ら
二
十

９
　
代
前
半
の
若
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法

一
　
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
繁
華
街
の
路
上
で
、
「
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
く
だ
さ
い
」
あ
る
い
は

　
「
美
し
く
や
せ
れ
る
か
ら
、
話
を
ち

ょ
っ
と
聞
い
て
」
な
ど
と
呼
び
と
め
。

喫
茶
店
や
営
業
所
ま
で
つ
れ
て
い
き
、

休
質
改
善
や
肌
の
手
入
れ
の
話
を
し

つ
こ
く
し
て
、
高
額
な
エ
ス
テ
テ
ィ

ッ
ク
（
そ
う
身
美
容
、
美
顔
、
脱
毛

な
ど
）
な
ど
の
美
容
会
員
券
、
化
粧

品
、
健
康
食
品
な
ど
を
売
り
つ
け
ま

す
。
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近
ぐ
乙
遠
Ｏ

　
　
　
中
村
区

六む

名
古
屋
市
中
村
区
‐
－

　
鹿
　
美
智
子
之

　
（
4
2
歳
・
下
青
野
町
）

○
原稿をお寄せくだ;゛･、ページです。情報、

　
岡
崎
に
嫁
ぎ
ま
し
て
早
い
も
の
で
、

二
十
一
周
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
最
初
の
こ
ろ
は
名
古
屋
弁
で
話

を
し
て
い
た
私
も
、
い
つ
の
間
に
か

三
河
弁
を
使
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
私
が
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
ふ
る
さ

と
は
、
山
が
あ
り
、
川
が
あ
っ
て
。

景
色
が
良
く
て
、
な
ん
て
所
で
は
な

く
、
名
古
屋
で
す
。
十
六
あ
る
タ
‥
古

ト
朱
色
の
大
鳥
居

▲六鹿さんのご家族

屋
の
区
の
う
ち
、
西
部
に
位
置
す
る

中
村
区
が
私
の
住
ん
で
い
た
所
で
す
。

　
名
古
屋
の
玄
関
口
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋

駅
か
ら
近
鉄
、
名
鉄
、
地
下
鉄
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
直
結

し
て
い
ま
す
。
駅
前
に
は
ビ
ル
が
林

立
し
、
地
下
に
は
木
の
枝
の
ご
と
く

地
下
街
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
い
ま

一
人
で
行
け
ば
、
き
っ
と
私
は
迷
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
名
古
屋
駅
西
口
は
、
か
つ
て
駅
裏

通
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
、

目
を
見
張
る
ば
か
り
で
す
。
Ｓ
Ｌ
が

走
っ
て
い
た
こ
ろ
は
、
こ
の
駅
か
ら

歩
い
て
三
十
分
ほ
ど
の
我
が
家
ま
で
、

汽
笛
が
聞
こ
え
た
も
の
で
す
。

　
中
村
区
と
い
え
ば
、
太
閣
秀
吉
と

加
藤
清
正
生
誕
の
地
と
い
わ
れ
、
秀

吉
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
地
に
は
。

　
「
豊
国
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

神
社
を
抱
く
よ
う
に
中
村
公
園
が
あ

り
、
秀
吉
と
清
正
の
資
料
館
と
し
て

●

こんにちは!

－
‘
－
家
康
に
応
募
し
た
動
機
は
何
で

　
　
す
か
。

　
私
個
人
で
参
加
し
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
ん
で
す
。
実
は
会
社
（
三

菱
自
動
車
）
が
岡
崎
に
進
出
し
て
二

十
五
年
に
な
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
も

っ
と
地
域
に
密
着
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
て
、
会
社
を
挙
げ

て
行
列
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
私
は

み
ん
な
の
代
表
と
し
て
応
募
し
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

レ
ト
家
康
に
決
ま
っ
て
の
ご
感
想
は
。

　
決
ま
っ
て
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
か
ら
「
良
か
っ
た
で
す
ね
」
と

か
「
な
か
な
か
な
れ
な
い
大
役
で
す

よ
」
と
い
わ
れ
、
責
任
の
重
さ
を
感

じ
る
と
共
に
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

ト
山
琴
康
役
を
す
る
に
当
た
っ
て
の

　
　
心
づ
も
り
は
何
か
お
持
ち
で
す

か
。

　
特
に
考
え
て
は
い
な
い
ん
で
す
。

ふ
っ
つ
け
本
番
で
行
く
つ
も
り
で
す
。

｜

｜

家康行列の家康役

鈴木　元雄，ふ

　(55歳・橋目町)

た
だ
、
家
康
は
馬
に
乗
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
、
昨
年
の
家
康
役
の

同
前
さ
ん
に
乗
馬
を
は
じ
め
、
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

乗
馬
の
ご
経
験
は
。

　
学
生
の
こ
ろ
、
観
光
地
で
乗
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
ね
。
ま
あ
、
当

日
ま
で
に
う
ま
く
乗
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
よ
。

と
こ
ろ
で
ご
趣
味
は
。

　
今
も
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
前
の
試
合
で
肩
を
脱
臼
し
て
し

ま
っ
た
の
で
、
家
康
行
列
が
済
む
ま

で
は
自
重
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
は
ゴ
ル
フ
と
麻
雀
を

お
付
き
合
い
で
や
り
ま
す
ね
。

－
最
後
に
一
言
…
。

　
最
初
に
も
い
い
ま
し
た
が
、
地
域

に
密
着
し
た
会
社
を
め
ざ
す
と
い
う

こ
と
で
、
昨
年
は
葵
博
に
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
行
事
や
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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私か初めて軽便の汽車に乗っ

たのは大正13年４月のことで、

東京へ奉公に行く時でした。当

時、正名にいたので中島の駅か

ら乗りました。私の子供のころ

はなかなか乗り物には乗せても

らえなかったので、大変うれし

かったですね。

　軽便で記憶に残っているのは、

４
昔
、
中
島
の
駅
が
あ
っ
た
所
は
、

　
今
も
岡
崎
と
西
尾
を
結
ぶ
バ
ス

　
の
停
留
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑩

市政だより

¶1

　　　お　か

守

　ざ　き

　八^

１

このページは、市民の皆ごんがつくる

「
豊
正
二
公
顕
彰
館
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
公
園
に
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
写

生
大
会
で
よ
く
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
南
へ
五
百
メ
ー
ト
ル
程

の
所
に
あ
る
朱
塗
り
の
大
鳥
居
は
、

昭
和
五
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

高
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
で
日
本
一
の
大
き
さ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
六
十
年
近

く
も
幾
多
の
中
村
の
移
り
変
わ
り
を

見
て
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
清
正
公
通
り
、
太
閣
通
り
、
本
陣

通
り
、
豊
国
通
り
、
豊
公
橋
、
豊
正

中
学
校
、
豊
臣
小
学
校
な
ど
な
ど
、

両
公
に
ち
な
ん
だ
名
称
が
、
数
多
く

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
は
り
偉
大

▲変容いちじるしい駅西風景

ｔ　　一一一一一一

な
人
物
を
生
ん
だ
地
な
ら
で
は
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
来
年
七
月
に
は
、
「
世
界
デ
ザ
イ

ン
随
一
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
近
く
て

違
い
／
・
名
古
屋
へ
、
ゆ
っ
く
り
出
か

け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

動
物
が
大
好
き
な
長
男
で
す
。
（
東
公
園
で
）

　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
清
美
さ
ん
（
寿
町
）

｀ト
１
！
ｌ

―
－
－
－

i
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　　　　　e－3<－#－i軽便鉄道回t・$i－i

　西尾と束海道線を結ぶ鉄道として計画されたのが

｢西三軌道｣で、明治44年10月30日に西尾一岡崎新

(現日通事務所) 間を開業しました。レールの幅が

762ミリの狭軌の軽便鉄道で、小さなSLが客車や貨

車を引っぱるものでした。翌年、社名を｢西尾鉄道｣

と改め、路線を南の吉旧や西の平坂へと延ばしまし

た。大正15年１月には愛知電鉄と合併し、電化とレ

ールの幅を1,067ﾐﾘﾍ広げる工事が行われました。

西尾一岡崎新聞は昭和４年４月に完成し、電車が走

るようになりました。その後、名鉄に合併しました

が、利用客や貨物岫が伸びず、18年12月には休止さ

れてしまいました。戦後になって、岡崎駅前‐福岡

町間が市内定車として復活しましたが、これも37年

６月に廃止されてしまいました。

　●｡

し岡

た崎
軽新
便駅
鉄に
道到
の着

昔を語る

浅井　惣吉さん

　(76巌・福岡町)

正名町の線路際にあった家が二軒、汽車のばい煙で・

焼けたことですね。当時は草屋根でしたからね。

｢ぞうさんも　こっちをむいてよ｣

ﾔ叛
]a



　
三
月
定
例
会
で
次
の
条
例
が
成
立

し
ま
し
た
。

○
　
岡
崎
市
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー
条

　
例
の
制
定

　
勤
労
者
の
福
祉
施
設
と
し
て
、
勤

労
文
化
セ
ン
タ
ー
を
美
合
町
地
内
に

新
設
し
ま
す
。

○
　
岡
崎
市
立
看
護
専
門
学
校
条
例

　
の
制
定

　
看
護
専
門
学
校
を
伊
賀
町
地
内
に

新
設
し
、
市
立
岡
崎
病
院
内
の
看
護

専
門
学
校
は
、
廃
止
し
ま
し
た
。

○
　
岡
崎
市
学
校
医
等
公
務
災
害
補

　
償
条
例
の
改
正

　
学
校
医
等
の
補
償
基
礎
額
を
引
き

上
げ
ま
し
た
。

○
　
岡
崎
市
公
会
堂
条
例
の
改
正

　
老
朽
化
し
た
南
部
公
会
堂
を
廃
止

し
ま
し
た
。

○
　
岡
崎
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
改
正

　
保
険
料
の
減
免
の
規
定
を
改
め
ま

し
た
。

○
　
岡
崎
市
学
区
こ
ど
も
の
家
条
例

　
の
改
正

　
梅
園
、
竜
谷
、
矢
作
北
の
各
学
区

に
こ
ど
も
の
家
を
新
設
し
ま
し
た
。

○
　
岡
崎
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置

　
条
例
等
の
改
正

　
梅
の
花
養
老
ホ
ー
ム
と
母
子
寮
の

管
理
を
社
会
福
祉
事
業
団
に
委
託
す

る
に
必
要
な
規
定
を
設
け
ま
し
た
。

○
　
岡
崎
市
中
小
企
業
構
造
高
度
化

　
奨
励
条
例
の
改
正

　
中
小
企
業
構
造
高
度
化
施
設
を
取

得
す
る
中
小
企
業
者
に
対
す
る
奨
励

措
置
の
期
限
を
延
長
し
ま
し
た
。

○
　
岡
崎
市
農
業
共
済
条
例
の
改
正

　
農
作
物
共
済
の
単
位
当
た
り
共
済

金
額
を
変
更
し
ま
し
た
。

○
　
岡
崎
市
都
市
公
園
条
例
の
改
正

　
南
公
園
に
遊
戯
施
設
を
設
け
、
そ

の
使
用
料
を
定
め
ま
し
た
。

○
　
岡
崎
市
消
防
団
条
例
の
改
正

　
消
防
団
員
の
報
酬
の
額
を
引
き
上

げ
ま
し
た
。

○
　
こ
の
ほ
か
次
の
条
例

　
▽
　
昭
和
六
十
三
年
度
分
の
固
定

　
　
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
納

　
　
期
に
係
る
臨
時
特
例
に
関
す
る

　
　
条
例
の
制
定

　
▽
　
町
の
新
設
に
伴
う
関
係
条
例

　
　
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
▽
　
岡
崎
市
河
川
環
境
整
備
基
金

　
　
条
例
の
制
定

　
▽
　
岡
崎
市
美
術
博
物
館
資
料
基

　
　
金
茶
例
の
制
定

　
▽
　
岡
崎
市
学
区
集
会
施
設
条
例

　
　
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

　
　
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例

　
　
等
の
改
正

　
▽
　
岡
崎
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

　
　
無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例

　
　
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
市
税
条
例
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
老
人
医
療
費
助
成
条

　
例
等
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
条
例
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
立
看
護
専
門
学
校
授

　
業
料
等
徴
収
条
例
の
改
正

▽
　
市
立
岡
崎
病
院
の
料
金
に
関

　
す
る
条
例
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
奥
殿
陣
屋
条
例
の
廃

　
止

昭
和
六
十
三
年
度
の
当
初
予
算
の

あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、
四
月
十

五
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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．
．
．
．
･
>
･
･
■
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
’
．
．
Ｉ
Ｉ
－
ｉ
．
．
．
．
－
．
一

表
彰
を
受
け
る
に

ふ
さ
わ
し
い
か
た
を

』
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

一一
　
秘
書
課
庶
務
係

一
　
　
　
　
　
　
　
酋
二
三
上
ハ
Ｏ
Ｏ
九

　
　
七
月
一
日
に
行
う
市
制
施
行
七
十

　
二
岡
年
記
念
式
典
で
、
市
民
の
模
範

　
と
な
る
よ
う
な
か
た
及
び
優
良
団
体

　
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
　
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
次

・
の
よ
う
な
か
た
又
は
団
体
を
ご
存
じ

　
の
か
た
は
、
四
月
十
六
日
ま
で
に
町

’
総
代
さ
ん
又
は
市
役
所
（
秘
書
課
）

一
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
①
　
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し
た

一
　
か
た

一
②
　
教
育
、
体
育
、
学
術
、
そ
の
他

」
　
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
か
た

｛
③
　
産
業
の
開
発
振
興
に
貢
献
し
た

一
　
か
た

　
④
　
社
会
事
業
及
び
地
方
民
生
の
安

一
　
定
に
尽
力
し
た
か
た

一
⑤
　
保
健
衛
生
に
貢
献
し
た
か
た

一
⑥
　
納
税
貯
蓄
に
貢
献
し
た
か
た

一
⑦
　
治
安
の
維
持
並
び
に
水
災
、
火

一
　
災
な
ど
の
防
護
に
て
い
身
し
た
か

一
　

こ

一
⑧
Ｚ
篤
行
者
で
｀
特
に
市
民
の
模
範

一
　
と
な
る
か
た

一
⑨
そ
の
他
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ

一
　

わ
し
い
か
た
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Ｊ

　
桜
ま
つ
り
の
中
心
行
事
一
家
康
行
列
」

の
主
た
っ
た
役
を
務
め
る
十
名
の
皆
さ

ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
（
３
月
６
日
）

　
前
列
左
か
ら
、
於
大
の
方
い
ｈ
太
田
時

江
さ
ん
（
1
9
歳
・
福
岡
）
、
干
姫
１
犬

塚
よ
し
え
さ
ん
（
1
9
歳
・
鴨
田
）
、
徳

川
家
康
丿
鈴
木
元
雄
さ
ん
（
5
5
歳
・
橋

目
）
、
竹
千
代
＝
加
藤
圭
ご

歳
・
若
松
東
）
、
築
山
御
前
１
柴
田
祀

I
k
.
/

■
･

/
　
^
"

.̂
ｕ
^
3

ｒ
一
i
r
r
r
*
'
　
＼
'

_
i
r
1
l
_
n
J

i
　
.
.

枝
さ
ん
（
2
4
歳
・
宇
頭
）

亀
姫
６
桓

島
奈
緒
美
さ
ん
（
2
2
歳
・
岩
津
）
、
後

列
左
か
ら
井
伊
直
政
―
中
川
卓
郎
さ
ん

　
（
4
2
歳
・
松
本
）
、
本
多
忠
勝
り
‥
本
多

啓
丁

政
１
野
村
健
治
さ
ん
（
4
0
歳
・
康
生
通

西
）
、
酒
井
忠
次
－
岡
田
邦
義
さ

歳
・
板
屋
）

１３ＺユＺＩＺＺ-２；ｉ-Ｚこ工２

(左上)テープカット(上)竣工式に集まった人々

　長い間の運動が実った西岡崎駅が３月13日誕生し

ました。この駅は自由通路のある橋上駅で、みかげ

石を使ったモニュメント（時計塔）も造られました

当日はテープカットや記念演奏で竣工を祝い、矢作

体育館に会場を移し地元祝賀会も催されました。



お知らせ
㎜お知らせ欄の記事の詳細は担当課へお尋ねください㎜

４
桑
原
ま
り
子
さ
ん
（
稲
熊
町
）
の
作
品

1
4
1
1
1
‘
‐
’
Ｉ
“
1
1
1
”
1
1
1
1
1
1
1

＼
　
　
　
　
　
　
う
　
　
づ
き
　
　
Ｊ

み

卯

＆

月
－／

４月の
２

花ごよみ

こ訟

誕生石

ダイヤモンド(金剛石)

　一清浄・無垢一

ｒ
Ｉ
Ｉ
ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｆ
Ｉ

れ
ま
す
。

　
保
険
期
間
　
５
月
１
日
～
昭
和
6
4

年
４
月
3
0
日

　
申
込
方
法
　
町
内
会
を
通
ヒ
各
家

庭
に
申
込
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
加

入
申
込
書
に
保
険
料
を
添
え
て
、
各

町
の
総
代
、
市
役
所
公
害
交
通
課
又

は
、
最
寄
り
の
支
所
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
に

つ
い
て
は
各
園
で
も
受
付
ま
す
。

１日　岡崎のさくらまつり

　　　（～15日）

　　　春の緑化まつり（～

　　　30日）

清明
世界保健デー
家康行列
婦人週問
土用
発明の日
郵便週間

４日

７日

10日

17日
日

日

８

　
ロ
ー

　
生
一

雨
誕
一

　
皇
一

Ｕ
天
一

　
日
一

Ｏ
　
　
ｑ
･
>
　
}

２
　
２

　 　

ｉ
’
ｔ
’
｀
ｒ
ｉ
ｉ
’
ｒ
゛

｀

　
申
請
期
間
　
４
月
1
5
日
吻
～
3
0
日

山
（
申
請
書
は
４
月
１
日
か
ら
教
育

委
員
会
ま
務
課
で
交
付
し
ま
す
）

※
　
資
格
な
ど
詳
し
く
は
３
月
1
5
日

　
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
教
育
委

　
員
会
庶
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

市
政
だ
よ
り
豊
2
1
－
1
1
1
1

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

保
健
だ
よ
り
豊
2
1
－
1
1
1
2

休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ

　
　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

子
ど
も
の
お
は
な
し
　
豊
１
’
1
1
1
3

　
　
（
岡
崎
の
ｍ
‐
話
）
　
２

４
月
1
6
日
～
3
0
日

「
か
み
な
り
を
切
っ
た
童
子
（
桑
原
町
）
」

　
　
－
山
に
か
こ
ま
れ
た
静
か
な
桑

　
　
　
原
の
里
は
、
こ
の
と
こ
ろ
、

　
　
　
わ
ん
ぱ
く
も
の
の
雷
が
大
あ

　
　
　
ば
れ
で
す
。
・
一
―
‐
ｅ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
・
一
一
・
ｅ
ｌ

　
心
の
電
話
お
か
ざ
き
豊
2
2
’
０
７
８
３

　
小
中
学
生
と
．
そ
の
保
護
者
の
か

た
の
悩
み
ご
と
相
談

一
乳
幼
児
の
育
児
相
談
豊
2
5
・
1
1
4
5

　
午
前
９
時
～
正
午
ま
で
の
毎
週
水

曜
日消

防
一
ｙ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
豊
2
1
‐
0
1
1
9

救
急
医
療
情
報
豊
り
1
1
3
3

市
民
交
通
傷
害
保
険

　
　
　
受
付
開
始

公
害
交
通
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
酋
2
3
1
6
3
4
０

　
今
、
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
市

民
交
通
傷
害
保
険
は
４
月
3
0
日
で
満

期
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
も
引
き
続
き
加
入
受
付
を
行

い
ま
す
の
で
、
家
族
全
員
の
加
入
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
保
険
料
　
一
人
四
百
八
十
円
。
た

だ
し
、
次
の
か
た
は
半
額
で
す
。
▼

満
7
0
歳
以
上
の
か
た
（
大
正
７
年
５

月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
）
▼

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た
▼
身

体
障
害
者
手
帳
所
持
者
▼
療
育
手
帳

所
持
者
▼
岡
崎
市
遺
児
手
当
受
給
児

　
（
中
学
卒
業
ま
で
）

　
保
険
金
　
五
千
円
か
ら
最
高
百
万

円
ま
で
の
1
0
区
分
の
補
償
が
受
け
ら

就
学
援
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－
‐
‐
－
・

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
豊
2
3
　
６
４
2
５

　
小
中
学
生
の
い
る
ご
家
庭
で
、
経

済
的
に
お
困
り
の
場
合
、
学
用
品
費

や
給
食
費
等
を
援
助
す
る
制
度
（
昭

和
6
2
年
度
市
民
税
の
所
得
割
額
が
二

万
六
千
円
以
下
の
世
帯
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

｀
ｉ
Ｏ

Ｌ
Ｖ　

詳
し
く
は
、
学
校
又
は
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

―
Ｏ

Ｌ
Ｖ

昭
和
6
3
年
度

　
奨
学
生
募
集

教
育
委
員
会
庶
務
課

　
　
　
　
　
　
a
2
3
‐
－
６
4
1
９

　
募
集
人
員
　
大
学
…
2
3
名
　
高
校

・
高
専
…
1
2
名

　
奨
学
金
の
額
　
国
公
立
大
学
…
月

額
六
千
円
　
私
立
大
学
・
：
月
額
八
千

千千円

－－　一一一一

　
国
公
立
高
校
・
高
専
・
：
月
額
三

円
　
私
立
高
校
・
高
専
…
月
額
五

円
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場
所
　
八
帖
滑
空
場
（
矢
作
川
左

岸
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
西
南
）

　
内
容
　
○
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
展
示

＠
一
般
市
民
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
飛

行
（
中
学
生
以
上
）

　
申
込
み
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
を
記
入

し
て
、
〒
4
4
4
　
市
内
六
名
本
町
七
番

地
　
岡
崎
市
体
育
協
会
「
航
空
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」
係
あ
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。
４
月
2
0
日
必
着
と
し
ま
す
。

※
　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
と
し
ま
す
。

状
、
メ
ダ
ル
を
授
与

　
申
込
み
　
４
月
1
5
日
出
ま
で
に
、

所
定
の
巾
込
書
で
、
〒
4
4
4
　
市
内
六

名
本
町
七
番
地
　
岡
崎
市
体
育
協
会

　
「
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

係
あ
て
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
監
督
会
議
　
４
月
2
3
日
出
　
午
前

９
時
3
0
分
か
ら
岡
崎
市
体
育
館
第
１

会
議
室
で
行
い
ま
す
。
各
チ
ー
ム
の

代
表
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
参
加
者
は
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
す
。

賞
状
、
メ
ダ
ル
を
授
与

　
申
込
み
　
４
月
1
5
日
吻
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
書
で
、
〒
桐
　
市
内
六

名
本
町
七
番
地
　
岡
崎
市
体
育
協
会

　
「
空
手
道
大
会
」
係
あ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
参
加
者
は
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
す
。

岡
崎
市
就
学
奨
励
金
を

　
　
　
　
支
給
し
ま
す

　
　
　
　
　
－

福
祉
課
障
害
係

容
2
3
‐
６
1
5
4

　
学
校
教
育
法
に
定
め
る
盲
学
校
、

ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
に
就
学
す
る

児
童
又
は
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
就
学

奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
保
護
者
の
か

た
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
受
け

付
け

　
受
付
場
所
　
福
祉
課
障
害
係

　
就
学
奨
励
金
の
額
　
月
額
二
千
円

（
９
月
と
３
月
に
分
け
て
、
年
２
回
、

六
ヵ
月
分
ず
つ
支
給
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
○
児
童
、

生
徒
の
在
学
証
明
書
　
＠
奨
励
金
の

振
り
込
み
を
希
望
す
る
金
融
機
関
名
、

名
儀
、
口
座
番
号
等
の
確
認
で
き
る

も
の
（
保
護
者
の
銀
行
預
金
通
帳
な

ど
）
　
＠
印
鑑

固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
第
１
期
分
の

納
期
を
変
更
し
ま
す

資
産
税
課

収
納
課

Ｓ
2
3
　
6
0
9
4

酋
2
3
1
（
Ｏ
’
-
　
―
Ｉ
Ｔ
）

　
昭
和
6
3
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
期
間
を
４
月
に
変
更
し
た

こ
と
に
伴
い
、
毎
年
「
４
月
1
5
日
か

ら
同
月
3
0
日
」
と
さ
れ
て
い
る
固
定

資
産
税
及
び
祁
市
計
画
税
の
第
１
期

分
の
納
期
を
、
昭
和
6
3
年
度
に
限
り

　
「
５
月
1
6
日
か
ら
同
月
3
1
日
」
ま
で

に
変
更
し
ま
す
。
な
お
、
第
２
期
以

降
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
で
す
。

第
2
3
回

岡
崎
市
空
手
道
大
会

体
育
協
会

Ｓ
5
3

　
日
時
　
５
月
８
日
剛

3
0
分
開
会
式
）

1 7
旧
1
4
1
4
ト

（
午
前
９
時

　
会
場
　
岡
崎
市
城
北
会
館

　
資
格
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
い
ず
れ
か
の
か
た

　
競
技
方
法
　
全
日
本
空
手
道
連
盟

競
技
規
則
に
よ
る
。

　
種
別
　
形
試
合
・
：
○
小
学
生
初
級

の
部
　
＠
小
学
生
中
級
の
部
　
＠
小

学
生
上
級
の
部
　
○
小
学
生
有
段
の

＠個部部

-い
　
＠
中
学
生
の
部
　
＠
高
校
生
の

　
＠
一
般
の
部
　
組
手
試
合
・
：
○

人
戦
（
高
校
の
部
・
一
般
の
部
）

団
体
戦
（
一
般
の
部
）

表
彰
　
各
部
と
も
第
３
位
ま
で
に

第
4
0
回
岡
崎
市
家
庭
婦
人

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
容
5
3
1
7
6
4
4

‐
‐
－
一

日
程
　
４
月
2
9
日
出
（
午
前
９
時

3
0
分
開
会
式
）
　
・
3
0
日
出
・
５
月
１

日
間
・
２
日
叫

　
会
場
　
岡
崎
市
体
育
館

　
種
別
　
０
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
部
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
ゾ
ー
ン
）

＠
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
部

　
資
格
　
市
内
の
家
庭
婦
人

　
チ
ー
ム
　
小
学
校
区
単
位
で
編
成

し
た
チ
ー
ム
と
し
、
Ｉ
チ
ー
ム
は
監

督
以
下
1
5
名
と
す
る
。

　
競
技
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

　
表
彰
　
各
部
と
も
３
位
ま
で
に
賞

第
1
9
回

岡
崎
航
空
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

体
育
協
会

酋
5
3
　
7
６
4
4

　
日
時
　
５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）

午
前
1
0
時
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老
人
専
用
住
宅
整
備

資
金
の
貸
し
付
け

福
祉
課
老
人
係

　
　
　
　
　
　
酋
2
3
　
6
1
4
7

は
改
一

を
お
Ｉ

　
貸
一

●
　
　
－

　
１
た

年市付貸装築年｜
寄
り
の
専
用
居
室
、
浴
室
等

、
改
築
又
は
改
造
（
新
築
又

は
対
象
外
）
に
必
要
な
資
金

し
し
ま
す
。

申
請
の
で
き
る
か
た

内
に
住
所
を
有
し
。
建
築
後

を
経
過
し
て
い
る
家
屋
に
お

　
住
ま
い
の
か
た

・
　
六
十
歳
以
上
の
か
た
と
同
居
し

　
て
い
る
か
、
工
事
完
了
後
１
ヵ
月

　
以
内
に
同
居
で
き
る
か
た

・
　
返
済
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
か

　
た

・
　
過
去
に
こ
の
資
金
の
貸
し
付
け

　
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
か
た

※
　
以
上
の
条
件
の
全
て
に
当
て
は

　
ま
る
か
た

　
対
象
と
な
る
工
事
　
貸
し
付
け
決

定
時
か
ら
３
ヵ
月
以
内
に
着
手
で
き
、

１
年
以
内
に
完
了
可
能
な
工
事

　
貸
付
限
度
額
　
二
百
万
円

　
利
率
　
年
３
パ
ー
セ
ン
ト

　
返
済
期
間
　
1
0
年
以
内

　
返
済
方
法
　
半
年
ご
と
の
元
利
均

等
償
還

　
連
帯
保
証
人
　
２
名
（
県
内
に
、

引
き
続
き
６
ヵ
月
以
上
住
所
を
有
し
、

相
当
の
資
産
又
は
収
入
が
あ
り
、
独

立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
か
た

　
申
請
の
受
付
　
４
月
１
日
か
ら
3
0

日
ま
で
（
福
祉
課
老
人
係
へ
）

身
体
障
害
者

巡
　
回
　
相

談

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
　
6
1
5
４

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
４
月
2
6
日
肉
　
受
付
＝
午

前
1
0
時
～
正
午
　
診
断
１
午
後
１
時

～
３
時
　
補
装
具
相
談
‥
Ｈ
‥
午
前
1
0
時

Ｉ
午
後
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
の
受

付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
　
診
断
は
午
後
に
な
り
ま
す
の
で

　
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物

　
取
扱
者
試
験

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
き
2
1
　
5
1
5
1

　
試
験
日
　
５
月
2
2
日
間

　
試
験
場
所
　
名
古
屋
電
気
通
信
工

学
院
（
名
古
屋
市
熱
山
区
神
宮
四
丁

目
七
の
二
二

　
試
験
の
種
類
　
▼
乙
腫
第
４
類
危

険
物
取
扱
者
試
験
▼
内
腫
危
険
物
取

扱
者
試
験

　
願
書
受
付
期
間
　
４
月
８
日
吻
～

2
7
日
出
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消

印
有
効
）

　
願
書
提
出
先
　
〒
掴
　
名
古
屋
市

中
区
丸
の
内
三
丁
口
四
の
一
三
　
鰭

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支

部
（
県
名
古
屋
労
政
事
務
所
２
階
）

　
そ
の
他
　
受
験
頭
書
は
、
消
防
本

部
予
防
課
、
消
防
署
各
署
所
、
西
三

河
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
予
備
講
習
会
　
日
時
・
：
５
月
８
日

間
　
午
前
９
時
　
場
所
…
消
防
本
部

３
階
講
堂
　
受
講
料
・
：
三
千
円
　
申

込
先
・
：
消
防
本
部
予
防
課
及
び
消
防

署
各
署
所

－｜

ｉ

］

[

m 'I

　
各
町
で
決
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

30
日
山

29

日
Ｓ

28
日
出

27
日

㈲

26
日
(･心

25
日

(H)

23
日

出

22

日
吻

21
日
(昶

20
日
出

19
日
(勾

18
日

㈲

16
日
出

収
集
日

後渡
原上
団｀
地渡
　下

　束
　牧
　内

　肥

栞
！
旦

回

ぶ

緊

西

栄

中

本

宿
町
縁

本

宿
棚
田

地山

　綱
　１

　２
　区

　池
　令

　鉢

原上
沢衣
　｀文
生｀
平大
　幡

　蛸
　果

　茅

琵

　沿

　宍

　ぷ

岡
町

岡
２
区

蓑
川
１
区

切小
越美

　保
　け

　蓬
　生

　古
　部

Ｕ

年宍

パ

美美鱗

祚

　市

Ｕ

中地
が

大3
で

｜
収

集

町

名

※
　
持
ち
寄
り
場
所
の
わ
か
ら
な
い

　
か
た
は
、
各
町
の
術
生
委
員
さ
ん

　
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

医
師
会
健
康
教
育
講
座

岡
崎
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
ａ
5
2
1
1
5
７
1

　
日
時
　
４
月
1
7
日
㈲
　
午
前
1
0
時

Ｉ
正
午

　
場
所
　
岡
崎
市
医
師
会
館
講
堂
（
明

大
寺
町
道
城
ヶ
入
五
の
三
）

　
テ
ー
マ
　
補
聴
器
の
上
手
な
使
い

方　
講
師
　
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院

耳
鼻
科
部
長
　
萩
原
啓
二
氏

　
入
場
料
　
無
料
（
参
加
自
由
）
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国
民
年
金
の
現
況
届
は

４
月
3
0
日
ま
で
に

国
保
年
金
課
年
金
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
6
1
7
1

　
今
月
は
、
国
民
年
金
の
う
ち
、
障

害
基
礎
・
遺
族
基
礎
（
福
祉
年
金
か

ら
の
移
行
者
を
除
く
）
　
・
寡
婦
の
各

年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
が
「
現
況

届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
時
期
で

す
。

　
こ
の
「
現
況
届
」
は
、
引
き
続
き

年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
訓

べ
る
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
必
ず

期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昭
和
6
2
年
５
月
以
降
に
裁

定
さ
れ
た
か
た
は
、
今
回
の
現
況
届

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
該
当
す
る
か
た
は
、
２
月
上
旬
に

岡
崎
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
２
月
期

支
払
の
送
金
通
知
書
に
同
封
し
て
現

況
届
の
用
紙
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
国
保
年
金
課
又
は
最
寄
り
の

支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
「
毎
月
Ｌ
に

　
　
変
わ
り
ま
し
た

国
民
年
金
課
年
金
係

　
　
　
　
　
　
酋
2
3
1
ふ
０
1
７
1

｜

国
民
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
４

月
か
ら
保
険
料
の
納
付
が
従
来
の
４

回
（
５
月
、
８
月
、
‥
１
１
‥
月
、
２
月
）

か
ら
「
毎
月
納
付
」
に
変
わ
り
ま
し

た
。重

度
障
害
者
の
か
た
の

『
タ
ク
シ
ー
料
金
』
を

　
　
　
助
成
し
ま
す

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
1
6
1
5
4

　
重
度
の
心
身
障
害
者
の
か
た
が
、

通
院
や
買
い
物
な
ど
で
外
出
さ
れ
る

と
き
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
タ
ク
シ

ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し
Ｉ

級
又
は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
か
、

Ａ
刊
定
の
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
か
た
で
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
か
た
（
た

だ
し
、
身
体
障
害
、
精
神
薄
弱
、
老

人
、
児
童
な
ど
の
施
設
に
入
所
巾
の

場
合
は
、
入
所
直
前
の
住
所
が
市
内

の
か
た
に
限
り
ま
す
）

　
申
請
方
法
　
身
体
障
害
者
手
帳
又

は
療
育
手
帳
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う

え
、
福
祉
課
障
害
係
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
利
用
方
法
　
市
内
の
タ
ク
シ
ー
が

利
用
で
き
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳

又
は
療
育
手
帳
を
乗
務
員
に
提
示
し

利
用
券
１
枚
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
額
　
―
回
の
乗
車
に
つ
き
中

｜

型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
料
金
と
、
お

迎
え
の
あ
っ
た
と
き
は
回
送
料
金
と

し
、
年
2
4
枚
の
利
用
券
を
お
渡
し
し

ま
す
。
（
年
度
途
中
で
受
給
資
格
者

と
な
ら
れ
た
か
た
は
、
一
ヵ
月
２
枚

の
割
合
で
お
渡
し
し
ま
す
）

昭
和
6
3
年
度
（
基
準
年
度
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　
　
　
　
　
縦
　
覧

Ｓ
2
3
＝
６
０
９
４

　
縦
覧
の
で
き
る
か
た
　
納
税
義
務

者
本
人
又
は
同
居
の
親
族
、
納
税
管

理
人
若
し
く
は
代
理
権
を
証
す
る
書

状
か
委
任
状
を
お
持
ち
に
な
っ
た
か

た　
縦
覧
期
間
　
４
月
1
5
日
か
ら
５
月

６
日
ま
で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
及
び

４
月
2
9
日
は
除
き
ま
す
。

　
縦
覧
場
所
　
岡
崎
市
役
所
　
総
務

部
資
産
税
課

　
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日

は
、
午
後
零
時
3
0
分
ま
で
。

　
審
査
の
申
し
出
　
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
な
ど
に
つ

い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
５
月
1
6

日
ま
で
に
岡
崎
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
貝
会
（
事
務
局
は
総
務
部
資
産

税
課
内
）
に
審
査
の
申
し
出
が
で
き

ま
す
。

春
の
緑
化
ま
つ
り

緑
化
推
進
月
間

４
月
１
日
～
3
0
日

公
園
緑
地
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
酋
2
3
1
６
２
5
７

（
護
舞
車
冽
同
案
）

一
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
学
区
花
壇

　
コ
ン
ク
ー
ル

　
実
施
場
所
　
各
学
区

・
緑
の
羽
根
募
金

　
主
唱
　
岡
崎
市
民
迦
動
推
進
連
絡

協
議
会

・
さ
く
ら
ま
つ
り
協
賛
「
植
木
と
花

　
の
大
即
売
会
」

　
日
時
　
４
月
９
日
出
・
1
0
口
圓

午
前
９
時
～
午
後
４
峙

　
場
所
　
篭
田
公
園

　
主
催
　
岡
崎
市
、
岡
崎
市
民
巡
動

推
進
連
絡
協
議
会
、
岡
崎
都
市
美
化

協
会
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技
能
士
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
／

愛
知
県
労
働
部
職
業
能
力
開
発
課

　
容
0
5
2
1
9
6
1
－
2
1
1
1

　
　
　
　
　
　
（
内
線
3
7
5
4
）

　
昭
和
6
3
年
度
前
期
技
能
検
定
が
次

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
技
能
検

定
は
、
労
働
者
の
技
能
を
一
定
の
規

準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す

る
、
技
能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　
試
験
は
職
種
ご
と
に
一
級
、
二
級
、

単
一
等
級
に
区
分
さ
れ
、
実
技
試
験

と
学
科
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
八
‥
格

者
に
は
、
一
級
及
び
単
一
等
級
は
労

働
大
臣
、
二
級
は
愛
知
県
知
事
の
合

格
証
書
が
交
付
さ
れ
、
職
業
能
力
開

発
促
進
法
に
纂
づ
い
て
「
技
能
士
」

の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
受
付
期
間
　
４
月
４
日
凹
～
1
5
日

吻　
試
験
日
　
▼
実
技
試
験
…
６
月
1
7

日
溺
か
ら
９
月
1
2
日
側
ま
で
の
間
の
、

別
に
指
定
す
る
日
　
▼
学
科
試
験
…

８
月
］
2
8
日
間
、
９
日
‥
‥
４
日
間
、
９
月

11
日

　
合

　
問
・

開
発
一

同格
発
表
　
1
0
月
７
日
吻

合
せ
先
　
▼
愛
知
県
職
業
能
力

協
会
（
ａ
０
５
２
‐
‐
５
２
４
－

2
0
3
1
）
　
▼
愛
知
県
労
働
部
職

業
能
力
開
発
課
（
ａ
０
５
２
－
9
6

1
1
2
1
1
1
　
　
内
線
Ｑ
ｕ
７
に
Ｊ
４
）

▼
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
ａ
ｏ

?音叉ください　吊
岡崎地区献血推進協議会

　　塞蕪局種ー助雌冊掻措係曹ｸ!一ri4.r
÷

〔４･５月の献血日程〕

月･日曜 時間 場　　所 主　　催

4月2日は) 諭臨 ヤマナカ羽根店 岡崎地区献血推准協議会

３日(a)認2臨 岡　崎　公　園 岡崎地区献血推進協議会

7日南

■'r-fi!f9訟県警第z交通機動隊 県腎第2文通機動隊

昌1％ 三鳥学区市尺ホーム 三島学区駄血会

９日出 疆臨 電　田　公　園 閃崎地区献痘推進鴎議会

10日(B) 諭旨ふ岡　略　公　園 岡崎地区献血推進吻議食

12日叫 吉昌 岡崎問屋剛地組合事務所岡崎問星団地献血会

13日俐 謬‰ 市立岡崎病院 岡崎地区献血推逆協議公

16日出 謔昌 セルビ西広場 岡崎地区献血推進協i*余

22日剛 溜飛 岡崎市役所 岡崎市役所載八献1(11会

23日出 拙応 サンブラザliEi熊店 岡舛地区献血推進協議会

27日南 幄‰ 市立岡崎病院 岡吟地区献itl推進協議会

29日匍 詣臨 岡　崎　公　園 岡崎地区凧血推進t&議余

3o日(±)疆摺旨篭　用　公　園 岡崎地区鼠血推進協議会

5月l則 報o％ 岡　崎　公　園 天理教岡崎i'i年祁

３日㈲ 楸謂‰南　　公　　園 岡崎地区献血柾進協議会

５日叫 謳臨 東　　公　　圖 岡崎池区賦血推進s,議会

５
２
－
９
６
１
－
2
1
1
1
　
　
内
線

５
０
０
２
・
5
0
0
3
）
又
は
最
寄

り
の
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

　
検
定
実
施
職
種
　
園
芸
装
飾
、
造

園
．
金
属
溶
解
㈲
、
鋳
造
㈲
、
金
属

熱
処
理
、
粉
末
洽
金
㈲
、
機
械
加
工

電
気
め
っ
き
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
陽
極

酸
化
処
理
・
仕
上
げ
、
金
属
研
磨
仕

上
げ
、
切
削
工
具
研
削
倒
、
製
材
の

こ
目
立
て
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
電
子
機

器
組
み
立
て
、
電
気
機
器
組
み
立
て
、

光
学
機
器
製
造
㈲
、
複
写
機
組
み
立

て
、
建
設
機
械
設
備
、
織
機
調
整
㈲
、

染
色
㈲
、
婦
人
子
供
服
製
造
㈲
、
布

は
く
縫
製
㈲
、
木
吼
製
作
、
家
具
製

作
．
建
具
製
作
、
版
下
製
作
、
製
版

㈲
、
印
刷
㈲
．
製
本
㈲
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
成
形
㈲
、
ガ
ラ
ス
繊
維
・
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
陶
磁
器
製
造

㈲
、
石
材
施
工
㈲
．
機
械
製
敏
倒
、

と
び
、
左
官
、
れ
ん
が
積
み
、
築
炉
、

ブ
ロ
ッ
ク
建
築
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
積

み
ブ
ロ
ッ
ク
施
工
、
タ
イ
ル
張
り
、

畳
製
作
、
防
水
施
工
㈲
、
内
装
仕
上

げ
施
工
㈲
、
熱
絶
縁
施
工
、
サ
ッ
シ

施
工
、
化
学
分
析
、
貴
金
属
装
身
具

製
作
、
い
す
張
り
、
表
装
、
塗
装
㈲
、

路
而
表
示
施
工
、
塗
料
調
色
、
広
告

美
術
仕
上
げ
㈲
．
写
真
、
産
業
洗
浄

㈲
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾

※
　
㈲
は
、
一
部
作
業
の
み
実
施

　
　
　
　
　
　
●

伽
廟

日
日

６
1
5

４月

　／｀≒Ｊﾌﾟﾚ･'',5>]^'^ｵfﾑj|万万^･--^ｷ4ｻﾞ'!帛戸ヰ

・
-

象

% -≫

　　り

●

5・t

　り

(蕎)運動の重点

　・新入学(園)児を中心とした子供の事故をなくそう

　・高齢者の交通事故をなくそう

　・二輪車の交通事故防止。特に若年運転者による

　　無謀運転の追放

　　岡崎市・岡崎市交通安全推進協議会



　お　か　ざ　き

お知らせー

市政だより昭和63年４月１日19

お詫びと訂正

　３月15日号裏表紙の「休日緊急当直医師」の表中、上段の

日付に誤りがありましたので、お詫びとともに次の様に訂正

させていただきます。「20日」→「24日」、「24日」→「29日」

｜

｜

Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
平
岩
邦
範
▼
青
木
克
行
▼

オ
ル
ッ
ク
㈲
▼
咄
全
日
本
き
も
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
愛
知
県
支
部
▼

岩
松
保
育
園
運
営
委
員
会
▼
6
2
年
度

岩
松
保
育
園
母
の
会
▼
竜
谷
学
区
諸

団
体
後
援
会
▼
6
2
年
度
竜
谷
保
育
園

母
の
会
▼
6
2
年
度
常
磐
保
育
園
母
の

会
▼
6
2
年
度
六
ッ
美
北
保
育
園
母
の

会
▼
6
2
年
度
福
岡
保
育
園
母
の
会
▼

6
2
年
度
六
ッ
美
西
保
育
園
母
の
会
▼

6
2
年
度
矢
作
北
保
育
園
母
の
会
▼
6
2

年
度
矢
作
南
保
育
園
母
の
会
▼
根
石

保
育
園
母
の
会
▼
6
2
年
度
緑
丘
保
育

園
母
の
会
▼
山
本
伍
市
▼
山
本
栄
▼

小
林
吉
秋
▼
清
水
武
彦
▼
岡
崎
竜
城

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
6
2
年
度
六
ッ

　
昭
和
6
0
年
1
0
月
以
降
す
で
に
請
求

さ
れ
た
か
た
は
、
重
ね
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
．

　
支
給
対
象
者
　
満
洲
事
変
（
昭
和

６
年
９
月
1
8
日
）
以
後
に
死
亡
し
た

戦
没
者
等
の
遺
族
で
．
昭
和
6
0
年
４

月
１
日
に
お
い
て
．
同
一
の
戦
没
者

等
の
死
亡
に
関
し
遺
族
年
金
、
公
務

扶
助
料
等
の
受
給
者
が
い
な
い
か
た

　
対
象
戦
没
者
等
　
○
満
洲
事
変
以

後
に
公
務
上
死
亡
し
た
軍
人
　
＠
日

章
事
変
（
昭
和
1
2
年
７
月
７
日
）
以

後
に
公
務
上
又
は
勤
務
に
関
連
し
て

死
亡
し
た
軍
人
、
軍
属
又
は
準
軍
属

｜

美
中
保
育
園
ほ
の
会
▼
6
2
年
度
大
樹

寺
保
育
園
ほ
の
会
▼
6
2
年
度
男
川
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
蜂
須
賀
淑
元
▼
6
2
年

度
恵
田
学
区
社
会
教
育
委
員
会
▼
6
2

年
度
恵
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
2
年
度

矢
作
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
森
脇
正
夫

▼
6
2
年
度
城
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
大

河
内
克
彦
▼
6
2
年
度
北
野
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
貝
▼
6
2
年
度
北
野
小
学
校
卒

業
生
保
護
者
▼
6
2
年
度
葵
中
学
校
卒

業
生
保
護
者
▼
宇
野
甲
矢
人
▼
6
2
年

度
福
岡
学
区
婦
人
会
▼
6
2
年
度
東
海

中
学
校
卒
業
生
保
護
者
▼
6
2
岩
津
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
2
年
度
新
香
山
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
2
年
度
新
香
山
中
学
校

卒
業
生
保
護
者
▼
新
香
山
中
学
校
協

　
（
被
徴
用
者
、
動
貝
学
徒
等
）

　
遺
族
の
範
囲
と
請
求
順
位
　
○
幟

没
者
の
死
亡
後
、
戦
没
者
の
兄
弟
と

再
婚
し
た
妻
、
又
は
法
律
上
の
婚
姻

を
し
、
氏
を
改
め
な
い
配
偶
者
　
＠

子
　
＠
父
母
　
○
孫
　
＠
祖
父
母

＠
兄
弟
姉
妹
　
＠
戦
没
者
の
死
亡
の

当
時
ま
で
１
年
以
上
戦
没
者
と
生
計

関
係
が
あ
っ
た
３
親
等
内
の
親
族

　
支
給
額
　
三
十
万
円
国
債
で
1
0
年

償
還

　
請
求
手
続
　
市
役
所
援
護
助
成
課

で
請
求
用
紙
の
交
付
を
受
け
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

力
会
▼
6
2
年
度
細
川
学
区
総
代
会
▼

岡
崎
商
工
会
議
所
▼
岡
崎
石
工
団
地

協
同
組
合
▼
矢
作
農
業
協
同
組
合
▼

小
針
▼
名
工
建
設
㈱
▼
岫
越
ユ
ニ
チ

カ
▼
森
越
▼
北
野
▼
宇
頭
▼
Ｊ
Ｒ
東

海
新
駅
整
備
促
進
協
力
会
▼
ト
ヨ
タ

オ
ー
ト
愛
知
社
貝
会
▼
ト
ヨ
タ
オ
ー

ト
愛
知
㈱

・
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
松
崎
タ
ネ
・
小
林
正
恵
・
小
林
由

記
▼
秋
山
真
美
▼
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー

ホ
ー
ム
中
国
語
会
話
▼
六
ッ
美
北
部

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
鈴
木
無
祇
子
▼
中

部
サ
ン
ク
リ
ー
ン
▼
岡
崎
市
斎
場

乖
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動
基
金

▼
北
本
郷
町
婦
人
会
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
ピ
ー
プ
ル
▼
柏
木
美
代

子
▼
愛
恵
協
会
▼
匿
名
の
か
た
２
名

｢菅「第17回岡崎市アーチェリー大会」の会場が「県営洋弓場」から

”
‥
ｙ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

八
リ
ー
ー

１ 岡崎市の人□ １
昭和63年３月１日現在

　男　146,974人　266人増

　女　148,285人　161人増

　計295,259人　427人増

世帯数90,045世帯　168世帯増

会場変更のお知らせ　３月15日号４ペー

生川河川敷（殿橋下流左岸）」に変更されました。

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
岡
崎
高
原
開
発
㈱
▼
梅
園
学
区
子

供
会
育
成
者
連
絡
協
議
会
▼
6
2
年
度

緑
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
2
年
度
羽
根

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
2
年
度
連
尺
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
広
幡
小
学
校
緑
化
受
賞

記
念
実
行
委
員
会
▼
6
2
年
度
井
田
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
2
年
度
岩
津
小
学
校

協
力
会
▼
6
2
年
度
大
樹
寺
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
▼
足
立
識
平
▼
6
2
年
度
矢
作
西

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
2
年
度
小
豆
坂
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
2
年
度
岩
津
中
学
佼

戦没者等の遺族に対する
　　　第４回特別弔慰金

　。●とがら･

請求期限は日月30日

　援護助成課援護係萱23-6145
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勤
労
者
福
祉

の
拠
点
施
設
と
し
て

岡
崎
市
勤
労
文

○

タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

勤
労
者
だ
け
で
な
く
広
く
市
民
の

か
た
の
研
修
会
、
槃
会
そ
の
他

の
催
し
の
場
と
し
て

　
軽
に
ご
利
用
く
だ

べ

さ
い
。

　
所
在
地
　
市
内
英
介
町
字
五
本
松

六
十
八
番
地
十
二

　
利
用
時
間
　
午
前
九
時
１
午
後
九

時
三
十
分

　
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
十
二
月

二
十
八
日
上
月
三
日

　
申
込
場
所
　
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所
（
酋
五
三
－
四
二
（
三
）

た
だ
し
、
四
月
二
十
五
日
㈲
ま
で
は
、

商
工
労
政
課
で
申
し
込
み
の
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。

商
工
労
政
課
労
政
係

　
　
　
容
二
三
－
六
三
五
一

●利用区分と料金の一例(平日午前の場合)▼案内図

利用区分 定貝 面積
平日午前の料金

勤労者等 一般

２

隋

弟1 叫修室 65人 100.7 m' 1600円 2400円

第2研修室 55人 86.4 m' 1400円 2100円

弟＼集会室 50人 86.4㎡ 1400円 2100円

弟2-染会室 50人 86.4ぽ 1400円 2100円

和　　室 20人 17.5畳 700円 1000円

３
階 ホール 300人 260,0 m' 6ioo円 8200円

１
附

喫茶室 24席 57.9㎡ /
(料令は曜日､利用区分､時間帯等により異ります｡)

四 －

-
一

一
皿㎜

㎜㎜
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